
国立大学法人長崎大学の平成１８事業年度の決算について

１．はじめに

長崎大学は、平成１８事業年度の財務諸表を文部科学大臣に提出し、今般、その承認を受

けましたので公表します。

この財務諸表は、企業会計原則を基本としつつ教育研究という業務内容の特性に配慮した

国立大学法人特有の会計処理を施した「国立大学法人会計基準」に基づいて、本学が国立大

学法人となって３期目の決算として作成したものであり、本学の財政状況並びに運営状況を

表すものです。

２．決算の概要等

（１）貸借対照表とは、本学の財政状況を明らかにするため、決算日における全ての資産、負

債及び資本を記載し、これらを報告するものです。

（２）損益計算書とは、本学の運営状況を明らかにするため、一会計期間における本学の全て

の費用と収益を記載し、報告するものです。

（３）キャッシュ・フロー計算書とは、本学における資金の調達や運用状況を明らかにするた

め、一会計期間の資金の流れを３つの区分に分けて開示し、報告するものです。

（４）利益処分とは、毎事業年度の損益計算において生じた利益を、翌事業年度にどのように

。 「 」 。 、引き継ぐかということです この内訳を示すものが 利益の処分に関する書類 です なお

当期利益の処分につきましては、さらに国から経営努力の認定を受ける必要があり、現時点

では（案）としております。

（５）国立大学法人等業務実施コスト計算書とは、本学の業務運営に関する国民の皆様の実質

的な負担となるコストを表すものです。

（６）財務諸表の概要

・ 資産総額は１，０６８億５千５百万円（対前年比１０．７％増 以下同じ）であり、負

債総額は４１４億３千７百万円（３１．７％増）並びに資本総額は６５４億１千７百万円

（０．６％増）となっております。なお、資産及び負債の増の主な要因は、現在再開発中

である附属病院建物関連の増、これに伴う長期借入金の増によるものです。

・ 経常収益総額は４０３億４千５百万円（０．２％減 、経常費用総額は３８８億８千１）

百万円（０．３％減）であり、経常利益は１４億６千３百万円（２．６％増）となってお

ります。また、経常利益から臨時損失１千４百万円を減じ、目的積立金取崩額３億１千６

百万円を加えた当期総利益は１７億６千５百万円（２６．３％増）となっております。

なお、経常収益の減の主な要因は、運営費交付金収益の減（４．３％減）によるものであ

り、経常費用の減の主な要因は、退職給付費用等の人件費の減（２．０％減）によるもの

です。

・ 当期総利益１７億６千５百万円には、附属病院整備のための借入金元金償還額とその減

価償却額の差額により生じたもの、国から承継した診療機器等の減価償却費相当額により

生じたものなど、国立大学法人固有の会計処理により発生したものが含まれております。

、 、 （ ． ）なお 当期総利益のうち 資金の裏づけのあるものは１１億３千７百万円 ３５ ７％増

であり、これは経費の節減や自己収入の増収などの経営努力により生じたものです。

３．おわりに

本学の更なる教育・研究活動の充実・発展のためには、なお一層の財政基盤の強化及び業

務改善が必要であるものと考えております。

そのため、今後とも更なる自己収入の増収や効果的・効率的業務運営の実施に努め、国立

大学法人の社会的責務を果たして参ります。



資産の部 負債の部

固定資産 (18年度) (17年度)
（対前年度比
増減率） 固定負債 (18年度) (17年度)

（対前年度比
増減率）

土地 42,833 42,833 (0.0%) 資産見返負債 7,969 7,162 (11.3%)

建物 27,133 26,528 (▲ 3.4%) センター債務負担金（※１） 6,866 7,879 (▲ 12.9%)

減価償却累計額 ▲ 4,523 ▲ 3,125 長期借入金 13,713 6,255 (119.2%)

工具機具備品 7,225 6,148 (▲ 5.7%) その他 577 517 (11.6%)

減価償却累計額 ▲ 3,660 ▲ 2,369

図書 4,094 4,040 (1.3%) 流動負債

特許権 2 3 (▲ 33.3%) 運営費交付金債務 900 375 (140.0%)

投資有価証券 298 398 (▲ 25.1%) 寄附金債務 1,979 1,854 (6.7%)

その他 17,764 9,522 (86.6%) 前受受託研究費等（※２） 314 331 (▲ 5.1%)

短期借入金（※３） 1,024 1,072 (▲ 4.5%)

流動資産 その他 8,091 6,025 (34.3%)

現金及び預金 12,168 8,966 (35.7%)

未収附属病院収入 3,046 3,077 (▲ 1.1%)

徴収不能引当金 ▲ 85 ▲ 84 合計 41,437 31,474 (31.7%)

医薬品及び診療材料 241 268 (▲ 10.1%)

その他 315 299 (5.4%)

資本の部

資本金 56,293 56,293 (0.0%)

資本剰余金 8,471 7,646 (▲ 17.8%)

損益外減価償却累計額 ▲ 5,053 ▲ 3,487

目的積立金 1,457 1,256 (16.0%)

積立金 2,484 1,923 (29.2%)

当期未処分利益 1,765 1,398 (26.3%)

その他 - - (0.0%)

合計 106,855 96,506 (10.7%) 合計 65,417 65,031 (0.6%)

注)　金額は単位未満切り捨て、％は単位未満四捨五入しており、計は必ずしも一致しません。

 長期借入金です。

（※２）前受受託研究費等には、前受受託事業費等を含みます。

（※３）短期借入金は、固定負債のうちセンター債務負担金及び長期借入金に係る平成１９年度中の償還予定額です。

（※１）センター債務負担金は、国立大学財務・経営センター債務負担金のことであり、国立学校特別会計から承継した

国立大学法人長崎大学の財務諸表の概要

平成19年3月31日現在
(単位:百万円)

１．貸借対照表の概要



（単位:百万円）

経常費用

業務費 (18年度) (17年度) （対前年度比増減率）

教育経費 1,560 1,524 (2.4%)

研究経費 2,303 2,225 (3.5%)

診療経費 9,037 9,069 (▲ 0.4%)

教育研究支援経費 406 352 (15.3%)

受託研究費等 1,299 1,366 (▲ 4.9%)

役員人件費 115 126 (▲ 8.7%)

教員人件費 12,491 12,647 (▲ 1.2%)

職員人件費 10,141 10,430 (▲ 2.8%)

一般管理費 993 821 (21.0%)

支払利息 459 424 (8.3%)

その他 73 0 ( － )

経常費用合計 38,881 38,987 (▲ 0.3%)

経常収益

運営費交付金収益 15,744 16,445 (▲ 4.3%)

学生納付金収益 5,300 5,184 (2.2%)

附属病院収益 15,656 15,534 (0.8%)

受託研究等収益 1,291 1,355 (▲ 4.7%)

寄附金収益 768 775 (▲ 0.9%)

資産見返負債戻入 685 664 (3.2%)

その他 899 454 (98.0%)

経常収益合計 40,345 40,413 (▲ 0.2%)

経常利益 1,463 1,426 (2.6%)

臨時損失（※１） 14 202 (▲ 93.1%)

臨時利益（※２） - 149 (▲ 100.0%)

当期純利益 1,449 1,373 (5.5%)

目的積立金取崩額 316 25 (1,164%)

当期総利益 1,765 1,398 (26.3%)

注)　金額は単位未満切り捨て、％は単位未満四捨五入しており、計は必ずしも一致しません。
（※１）臨時損失は、17年度は診療訴訟和解等、18年度は特定共同指導に伴う返還金等です。
（※２）臨時利益は、17年度の診療訴訟和解等です。

２．損益計算書の概要

平成18年4月1日～平成19年3月31日



損益計算書の概要について

以下、前年度実績との比較です。

○経常費用：総額３８８億８千万円（対前年比０．３％減、１億円減）
〈主な増要因〉

①一般管理費・・・・・・・・総額９億９千万円（２１．０％増、１億７千万円増）

※アスベスト対策事業等の修繕費の増加など

②研究経費・・・・・・・・・総額２３億円（３．５％増、７千万円増）

※研究用設備投資に伴う減価償却費の増加など

③支払利息・・・・・・・・・総額４億５千万円（８．３％増、３千万円増）

※病院再開発に係る借入金増加に伴う増加

〈主な減要因〉

④人件費・・・・・・・・・・総額２２７億４千万円（２．０％減、４億５千万円減）

※退職者の減少に伴う退職給付費用の減少など

○経常収益：総額４０３億４千万円（対前年比０．２％減、６千万円減）
〈主な増要因〉

⑤附属病院収益・・・・・・・総額１５６億５千万円（０．８％増、１億２千万円増）

※診療稼働増などによる増加

⑥学生納付金収益・・・・・・総額５３億円（２．２％増、１億１千万円増）

※授業料を財源とする固定資産取得の減少などによる収益化額の増加（注１）

⑦施設費収益（その他の内数 ・・・ 総額４億円（２６４．５％増、２億９千万円増））

※アスベスト対策事業等の修繕費などの増加に伴う増加

〈主な減要因〉

⑧運営費交付金収益・・・・・総額１５７億４千万円（４．３％減、７億円減）

※国からの財源措置の減少や事業の翌事業年度への繰越しの増加など

○臨時損失：総額１千万円 （対前年比９３．１％減、１億８千万円減）

○臨時利益：該当なし （１億４千万円減）
※臨時損失・臨時利益共に、医事訴訟に係る支出が発生しなかったことによる減少など

○目的積立金取崩額：３億１千万円 （２億９千万円増）
※教育研究支援及び組織運営改善のために発生した費用への充当

○当期総利益：総額１７億６千万円 （対前年比２６．３％増、３億６千万円増）
※当期総利益は、目的積立金の取り崩しが大幅に増加したことなどによりに増加

（注１）授業料を財源として固定資産を購入した場合、相当額について資産見返勘定に振替

える会計上の処理により発生



                             〔貸借対照表〕

資  　　産　（単位：百万円）

その他固定資産
25,723 (24.1%)

建　　　物
 22,610(21.1%)

現金及び預金
12,168 (11.4%)

土　　　地
42,833(40.1%)

未収附属病院収入
2,961 (2.8%)

その他流動資産
556 (0.5%)

負債及び資本　（単位：百万円）

資本金
 56,293（52.7%）

その他の固定負債
8,546（8.0%）

国立大学財務・経営
センター債務負担金

 6,866(6.4%)

利益剰余金
5,706（5.3%）

資本剰余金
3,418（3.2%）

長期借入金
 13,713(12.8%)

運営費交付金債務
900（0.8%）

短期借入金
1,024（1.0%）

その他の流動負債
 8,405(7.9%)

寄附金債務
1,979（1.9%）

負債及び資本
106,855百万円

資　　　産
106,855百万円



　　　　　　　　　　　　　〔損益計算書〕

経常費用
38,881百万円

教育研究支援経費
406（1.1%）

受託研究費等
1,299（ 3.3%）

教育経費
　1,560（4.0%）

人件費
 22,747（58.5%）

一般管理費外
1,525（3.9%）

研究経費
 2,303（5.9%）

診療経費
　9,037（23.3%）

経常収益
40,345百万円

運営費交付金収益
15,744(39.0%)

受託研究等収益
1,291(3.2%)

学生納付金収益
 5,300(13.2%)

寄附金収益
 768( 1.9%)

附属病院収益
15,656(38.8%)

その他収益外
1,584(3.9%)

経常費用（単位：百万円）

経常収益（単位：百万円）



平成１８事業年度

至　平成１９年　３月３１日

国立大学法人　長崎大学

財　　務　　諸　　表

第３期

自　平成１８年　４月　１日
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